
「 しあわせ信州」を創造する

地域活性化
高度人材育成

プログラム
「ShinXia」

コース登録説明会

SPARC：Supereminent Program for Activating Regional Collaboration



本日のお話

テーマ１ ShinXiaとは？ ⇒まず知ることから

テーマ２ ものづくりスポット ⇒行ってみよう

テーマ３ ポートフォリオ ⇒入力してみよう

※食事をしながらで構いません。

※この資料はShinXia-LMSに掲載します。

シ ン シ ア



そもそもShinXiaコース登録って？

共通教育科目でShinXia科目

• 信州学

• 生物学の世界

• 地域と福祉 など

を履修選択する画面でチェック

ShinXia科目を

ShinXia-LMSで受講が可能に



テーマ１
ShinXia（シンシア）とは？



「しあわせ信州」を創造する人材へ

自ら課題を発見し、解決する力を養います。

地域活性化高度人材 主体的な学びによって地域の問題を自

ら解決し未来を選択できる人材

実践的行動力

創造的思考力

探究心

専門能力

DX GX SX2025年
誰一人取り残されない、

人に優しいデジタル化

への挑戦

2050年
カーボンニュートラル

に向けた脱炭素への挑戦

テクノロジーの急速な発達 地球環境の激変 超高齢化社会 急激な人口減少

地域経済社会と産業構造の転換

信州トランスフォーメーション

新たな社会課題解決への挑戦

Shin X ia

信州/幸せ

未知/掛け算

intelligence
acceleration(知能の加速)



ShinXiaプログラムは、県内の3つの大学が参加。
大学の枠を超えて、幅広い分野の専門知識を習得
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755人※ 希望する
学生のみ
が履修

535人

経法学部

工学部

繊維学部

応用経済学科

工学科（R8以降）

先進繊維・感性工学科

化学・材料学科

100人

265人

65人

105人

社会福祉学部 社会福祉学科 150人

人間福祉学部 人間福祉学科 70人

・応用化学コース
・環境・エネルギー材料コース
・電気電子コース
・情報サイエンスコース
・情報デザインコース



ShinXiaプログラムの特徴

オンデマンド型授業

時間や場所に縛られず、自

分のペースで学修可能。普

段の大学では学べない他大

学の特色ある科目にも挑戦

できます。

文理横断の学び

人文・社会科学から自然科

学まで。分野を横断して知

識を組み合わせることで、

現代社会に必要な柔軟な思

考力を養います。

対話型授業

ゲスト講師との議論や学生同

士の対話を通じて、「自分の

軸」を発見。多様な価値観に

触れ、視野を広げます。
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修了証をゲットできます！

サンプル

「しあわせ信州」を創造する
地域活性化高度人材育成プログラム

COMPLETION

3大学学長名でサーティフケート（認証）
紙の修了証以外に、デジタルのオープンバッジとして

《取得のメリット》

①専門（学位取得）以外に、
大学で力を入れたものとしての証明

②卒業後も有用な、
マイクロクレデンシャル（学習歴）として保有



紹介





R8年度の5つのコース(今の3年生の例)
自分が気になるテーマ、参加できるコースから選択

信州大学経法学部 提供

信州大学繊維学部 提供

信州大学SPARC本部 提供

信州大学工学部 提供



12

Aコース 大規模アクティブラーニング型（1）

▶ 学びの素材（2026年度）
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Aコース 大規模アクティブラーニング型（2）

第4回RESAS講座より

▶ 授業風景
第6回グループ

「問い」の決定より



Eコース① 初SAKE祝杯プロジェクト
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FW 5月16日（土） 田植えWorkshop＠麻績村

第1回 5月23日（土） 【座学】ガイダンス・プロジェクトの理解

第2回 5月23日（土） 【座学】日本酒業界の現状と課題

第3回 6月6日（土） 【座学】日本酒を知る・嗜む(1)（基礎）

第4回 6月6日（土） 【座学】日本酒を知る・嗜む(2)（伝え方）

第5回
第6回

6月6日（土） 【実践】現場理解（酒蔵・小売の視点）

第7回 7月11日（土） 【実践】課題の再定義・問いの設定

第8回 7月11日（土） 【実践】イベント事例研究・発想法

第9回 7月25日（土） 【実践】イベント企画設計(1)

第10回 7月25日（土） 【実践】イベント企画設計(2)

FW 9月5日（土） 日本酒PRイベント

第11回 9月12日（土） 【実践】広報・運営設計

FW 9月27日（日） 稲刈り＠麻績村

FW 9月 酒蔵見学∼今井酒造

第12回 10月10日（土） デモンストレーション

FW 10月24日（土） 諏訪フィールドワーク 宮坂醸造

第13回
第14回

11月 イベント実施

第15回 12月 振り返り

2月予定 合同成果発表

Eコース① 初SAKE祝杯プロジェクト

「初SAKE祝杯プロジェクト」は、長野県佐久地域振興局と協働
し、若者の日本酒離れという課題に対して、20歳の「最初の一
杯」となる体験を学生自身がデザインし、実際にイベントを作り
上げる実践的なプロジェクトです。

教室での座学にとどまらず、日本酒の基礎や伝え方を学んだ上で、酒蔵や
小売店などの現場を訪問して課題を深く理解します。その後、チームで課
題を再定義し、若者向けPRイベントの企画立案、広報・運営設計、リハー
サルを経て実際のイベント運営までを一貫して行います。

この一連の活動を通して、ゼロからイベントを作り上げる「企画力」、酒
蔵や県庁の方々など多様な関係者と協働する「対人力」、そして自身のア
イデアを形にして伝える「表現力」を実践的に身につけることができます
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Eコース② AI共生時代のDX人材育成 ㈱スマートライフストアーズ共同研究
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Eコース② AI共生時代のDX人材育成

本プロジェクトは、AIやデジタル技術を活用しながら、身近な社
会・地域の課題を発見し、問いとして再構成し、解決策を構想・
検証する課題解決型PBLです。事例をもとに「課題の見つけ方・
立て方」を体験します。デジタル・AIツールの活用イメージや、
コミュニケーションを駆使、ユーザーの課題の本質を探し、それ
に対しての解決方法を提案する実践型の学習です。
本講座は、PCデポ（㈱スマートライフストアーズ）と連携し、共
同研究として実施しています。

この一連の活動を通して、ゼロからイベントを作り上げる「企画力」、文
理の視点に捉われず、利用者に立場に立って考える「想像力」、そして自
身のアイデアを形にして伝える「表現力」を実践的に身につけることがで
きます。

回 日にち
曜
日

内容 実施方法

1 4月8日 水 オリエンテーション｜DLPとは何かと本講義の全体像 オンライン

2 5月1日 金 DLP概論｜長野における役割とVMPAの理解 オンライン

3 5月8日 金 AI共生時代の人材定義｜人にしかできない価値とは オンライン

4

5月16日

土 深層理解①｜傾聴力の検証（事実と感情の分離） 対面

5 土 深層理解②｜共感・汲み取りの実践（ニーズの可視化） 対面

6 5月29日 金 深層理解の理論化｜なぜ「聞く力」が価値になるのか オンライン

7 6月5日 金 本質構造化力①｜5分一枚化による情報整理 オンライン

8

6月6日

土 構造化実践①｜情報の分解と再構築（整理） 対面

9 土 構造化実践②｜可視化と言語化（伝わる形へ） 対面

10 6月19日 金 本質構造化力②｜複雑な情報をシンプルにする技術 オンライン

11 6月26日 金 文脈翻訳力｜技術を生活価値へ変換する思考 オンライン

12

7月4日

土 FAS波及設計①｜個別最適から家族全体最適へ 対面

13 土 FAS波及設計②｜継続支援と関係性設計の実践 対面

14 7月10日 金 家族責任設計力｜暮らし全体を設計する視点 オンライン

15 7月17日 金 AI×DLP支援設計｜人とAIの役割分担と設計思想 対面





3
年
次
〜
4
年
次

2

年

次

1

年

次

（前期）データサイエンスリテラシー 1単位

（前期／後期）信州学 1単位（前期）

必修6単位を含む10単位修得で「地域活性化人材」に認定
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履修相談 / ガイダンス

[科学］から2単位

[工学・環境］から2単位

（後期）地域課題解析講座 1単位

（前期）経営組織論 1単位

（前期／後期 集中）地域課題PBL 2単位

修了認定デジタル証明（オープンバッジ）

各

大

学

の

専

門

教

育

各

大

学

の

教

養

教

育

卒業
認定

必修 6単位 選択必修科目 4単位、合計10単位を取得すること

で、ShinXiaプログラムの修了認定を得る

◀単位取得、ポートフォリオ・自己評価を確認し、修了判定

修了要件：

必修

必修

選択必修

選択必修

必修

必修

必修



文理融合、横断テーマで学ぶ授業群（選択）

数理的思考・科学・工学 リベラルアーツ・地域

• データサイエンスリテラシー

•

• 統計リテラシー

•

• 物理学・化学・生物学・地学の世界

•

• 工学入門・環境学入門

• 信州学（信州の自然・文化・産業）

• 立志学

• 地域課題解析講座

• 経営組織論・社会福祉の考え方

起業家育成
• ミクロ経済学入門

• マクロ経済学入門

• 情報活用型ビジネスソリューション

• アントレプレナーシップ入門

• ビジネスとマネジメント

• 環境法入門

教育・健康・福祉・心理

• 社会福祉の考え方

• 地域と福祉

• こころとからだの健康

• STEAM教育概論

• 心理学



1年生後期選択科目「立志学」のススメ
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回 日付 ゲスト講師

第1回 9/30 （オリエンテーション）

第2回 10/7 （藤岡先生への質問を考えるグループワーク）

第3回 10/21 藤岡聡子先生
（ほっちのロッジ（軽井沢の診療所）共同代表）

第4回 10/28 （上田先生への質問を考えるグループワーク）

第5回 11/4 倉根明徳先生
（上田市役所、上田から地域の未来を動かす実践者）

第6回 11/11 （奥田先生への質問を考えるグループワーク）

第7回 11/18 奥田悠史先生 信州大学OB
（株式会社やまとわ、森と暮らしをつなぐ地域実践家）

第8回 11/25 （最終課題作成に向けたグループワーク）

藤岡聡子先生

倉根明徳先生

奥田悠史先生



学びを加速するサポート

ShinXia学生パートナー

「ShinXiaプログラム」は、学生、大学

教職員、地域が一体となって学びを推

進してきます。しかし、一人で学ぶだ

けでなく、仲間と共に、またShinXia学

生パートナーの先輩たちと共に活動も

していきます。

ShinXia ものづくりスポット

アイデアを形にする場所

ShinXiaものづくりスポットには、3 Dプリンタやレーザーカッター、大型インクジェット

プリンタなどのアイデアを形にする機器が設置してあり、信州大学（松本・長野（工

学）・上田キャンパス）および長野大学にあります。誰でも利用できるスペースですので、

地域課題の解決に向けた試作品づくりや先輩学生にShinXia 科目の履修相談もできるので、

ぜひご活用ください。



未来の自分への投資を、
今ここから。
前期必修科目「信州学」

「データサイエンスリテラシー」
などを履修の際に

「ShinXiaプログラムを受講する」
にチェックを入れると、コース登録できます。

https://sparc.nagano.jp/

https://sparc.nagano.jp/


テーマ２
ものづくりスポット＠中央図書館３Ｆ
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つくる、試す、つながるShinXiaものづくりスポット
制作方法の学習から多様なアウトプットを生み出す

ものづくり拠点では、専門技能の習得に留まらず、「考える→作る→試す→改善す
る」という一連のプロセスを通じて、課題発見から社会実装までを体験する文理横
断型教育に位置づけています。
■ 取り組み紹介

① ノベルティのデザイン・制作による周知
学生主体でオリジナルノベルティ（例：
ShinXiaロゴ入りグッズ等）を企画・デザ
イン・出力して、学んだ技術を使い、洗練し
ながら、場所の周知をしています。

② モデリング講習と出力演習
現行のCADや3Dモデリング講座と連動
し、3Dプリンタによる出力までを一貫し
て学べるカリキュラムを運用中（地域課
題）PBL_Cコース。設計思考と具現化を同
時に学ぶ教材として活用しています。

③ 出力＋オンデマンドモデリング講座
出力支援だけでなく、モデリングの基礎を
オンライン講座化して展開。特に文系学生
や非工学系への横展開を推進。

④ XR・VR・メタバースとの連携
VRゴーグルやXRアプリ（STAYLY等）と連
携し、モデリングデータを仮想空間で表示・
共有。他キャンパスとの遠隔・同期的な作品
確認・フィードバックが可能。医療・介護・防
災分野での体験型教育（避難、介護現場体験
等）にも展開可能。

⑤ 地域との連携ワークショップ（PBL）
地域から課題や交流の機会をいただき、課
題解決の講座やワークショップを実施します。
地域課題PBLとも連携し取り組んでいます。

⑥ 学生によるPRイベント・展示企画
3D出力や作品を活用したイベント・展示を
キャンパス内で実施。操作方法を学んだ学
生が企画・運営し、SPARC事業やものづく
り拠点のPRに寄与。誰でも「見える」「触れ
られる」場所に設置し、子供から大人まで交
流できる拠点を目指しています。

ShinXiaものづくり拠点（松本、工学部、繊維学部、長野大学）



27多世代交流 地域交流 学生講師による講座実施

■ものづくりスポットを「地域へ開く」取り組み
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ShinXiaものづくり拠点
オープンチャット
各地のものづくりスポットで行われる講座、イベント
の情報をLINEのオープンチャットでお届けしています。
情報を受け取りたい場合は、下記LINEオープンチャッ
トをご登録ください
（入退室自由なLINEです）。

オープンチャット「ShinXia ものづくりスポット」

https://line.me/ti/g2/lz9fAaP34fS_hfn6msnzpBzkjH1Bz9c-lPJgxQ?utm_source=invitation&utm_medium=link_copy&utm_campaign=default


テーマ３
ポートフォリオ



3-1. ポートフォリオとは



はじめに：ポートフォリオとは？
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● 毎学期の終わりに，自身の学びを振り返って，各項目に沿って自己評価す

ることで，地域活性化人材としての現在地を把握する．

○ 後ほど説明する項目に沿って，その時点の自分を5段階評価．

● 自己評価を踏まえ，次の学期で取り組みたいことについて目標設定する．

➔ ShinXiaコース全体を通じての成長の記録（学修成果の可視化）．



地域活性化人材とは？～ShinXia Learning Goals (SLGs)～
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少子化

高齢
社会

DX

エネルギー
不足

グロー
バル化

介護

人口
減少 温暖化

IT人材
育成



なぜポートフォリオを作らなければならないのか？
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● 大学生として，自らの学びを主体的に管理するため．

○ 日々の学びを振り返り，自分がこれまでの学びの中で，どのような資

質を育んできたのか，どういった学びが足りないのかを考え，学びの

プロセスの改善につなげる．

➔社会人として生涯学び続けるために必須のスキル．

● ShinXia認証に必須となる．

以下の要件を満たしている者に，ShinXia修了を認定．

○ 必修科目（10単位）の単位修得．

○ ポートフォリオ自己評価の毎学期実施．



3-2. 自己評価項目について



自己評価項目
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① 文理を問わず，信州の地域・社会の活性化に
向けた知識が身についている。

② 信州の地域・社会の活性化に関する課題を多
面的，科学的に分析する技能が身についてい
る。



自己評価項目

36

③ 信州の地域・社会の活性化に関する知識と技
能に基づいて，解決すべき課題を自ら設定し，
それを解決できる。

④ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解
決する取組みを，相手に応じてわかりやすく
表現できる。



自己評価項目
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⑤ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
取組みに，答えのない状況でも粘り強く取り組んで
いる。

⑦ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
ために，社会（地域，組織，チーム等）における自
身の役割を理解しながら，他者と協働することがで
きる。

⑥ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
取組みの中で，学習（もしくは取組み）がうまくい
くように調整しようとしている。



自己評価項目
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① 文理を問わず，信州の地域・社会の活性化に
向けた知識が身についている。

② 信州の地域・社会の活性化に関する課題を多
面的，科学的に分析する技能が身についてい
る。

授業やそれ以外の学習の中で，「文系」と「理系」の枠組みにと

らわれずに信州の複雑な課題を解決するための知識（総合知）を

どのくらい身につけているか？

Point!



自己評価項目
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① 文理を問わず，信州の地域・社会の活性化に
向けた知識が身についている。

② 信州の地域・社会の活性化に関する課題を多
面的，科学的に分析する技能が身についてい
る。

授業やそれ以外の学習の中で，地域や社会の課題解決策を導くに

あたって必要なデータ分析や実験，社会調査などの方法をどの程

度身につけているか？

Point!



自己評価項目
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③ 信州の地域・社会の活性化に関する知識と技
能に基づいて，解決すべき課題を自ら設定し，
それを解決できる。

④ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解
決する取組みを，相手に応じてわかりやすく
表現できる。

授業やそれ以外の学習で学んだ知識や技能を活用しながら，地

域・社会で起きている問題に気づき，調査，研究，実験などの計

画・実行を通して解決策を考えることができるかどうか？

Point!



自己評価項目
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③ 信州の地域・社会の活性化に関する知識と技
能に基づいて，解決すべき課題を自ら設定し，
それを解決できる。

④ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解
決する取組みを，相手に応じてわかりやすく
表現できる。

地域・社会の活性化に関する課題解決策を，相手の立場や年齢な

どを意識しながら，文章やプレゼンテーションなどで相手に分か

りやすく伝えることができるかどうか？

Point!



自己評価項目
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⑤ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
取組みに，答えのない状況でも粘り強く取り組んで
いる。

⑦ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
ために，社会（地域，組織，チーム等）における自
身の役割を理解しながら，他者と協働することがで
きる。

⑥ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
取組みの中で，学習（もしくは取組み）がうまくい
くように調整しようとしている。

なかなかすぐには答えが出ない地域・社会の課題解決に向けて，諦

めずに学習・調査・研究などに取り組んでいるか？

Point!



自己評価項目
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⑤ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
取組みに，答えのない状況でも粘り強く取り組んで
いる。

⑦ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
ために，社会（地域，組織，チーム等）における自
身の役割を理解しながら，他者と協働することがで
きる。

⑥ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
取組みの中で，学習（もしくは取組み）がうまくい
くように調整しようとしている。

地域・社会の課題解決に向けた取組みの中で，定期的に自分の学

習を振り返り，改善しようと努力しているか？

Point!



自己評価項目
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⑤ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
取組みに，答えのない状況でも粘り強く取り組んで
いる。

⑦ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
ために，社会（地域，組織，チーム等）における自
身の役割を理解しながら，他者と協働することがで
きる。

⑥ 信州の地域・社会の活性化に関する課題を解決する
取組みの中で，学習（もしくは取組み）がうまくい
くように調整しようとしている。

地域・社会の活性化に向けた課題解決策を考案，または実行する

過程（例：グループワーク，PBL）のなかで，チームの一員とし

ての自分の役割を理解しながら，みんなで目標を達成するために

努力することができるか？

Point!



注意点：背伸びをしない自己評価
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●成長の記録≠自己評価スコアが上がり続けること

○自己評価を何度か経験するうちに，前の学期よりも評価スコアが

下がることもある．

○自分自身をより正確に，より根拠をもって評価することができる

ようになることも成長のうち．

●地域活性化人材としての自分の資質・能力に納得したうえで，

ShinXiaの学びを修められることが重要！

1年生の後期が終わったときには「知識が身についた」と

思っていたけど，2年生になってからの学びの中で，「全

然足りなかったんだ」と気付いた．



3-3．ポートフォリオ操作編へ



LMS「ポートフォリオ」コースのQRコード
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ShinXia-LMSの【信州大学】ポートフォリオからログイン

https://e-sparc-lms.shinshu-u.ac.jp/course/view.php?id=43



※PC版

48

Assessmentorに入るとこのような画面が表示されます。

教員からのコメントがあると未読コメントが表示されます。
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※PC版

■ 繊維学部 化学材料学科の学生のみメニューがたくさんあります。
ShinXiaに関する入力画面、参照画面は、他の学生と同じです。



※PC版
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資格・認定課程で、「回答す
る」をクリックすると
ShinXia目標の達成度自己評
価を入力することができます。

すべてに回答ができたら「保
存する」をクリックして終了
します。

年次が進むにつれて、上部に
最新の対象となる自己評価項
目が積みあがっていきます。



※PC版
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実際の入力画面



※PC版
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資格マップではShinxiaプログラムの
対象科目の履修状況と各授業と3つの
能力との関係が確認できます。



※PC版
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達成度の画面では、成績による3つの能力の
達成度と自己評価による達成度の評価を確認
することが可能です。

年度学期ごとに3つの能力がどのように積み
あがっているかも確認することが可能です。



※スマホ版
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Assessmentorに入るとこのような画面が表示されます。右上の三本線をクリックすると
メニューが表示されます。

教員からのコメントがあると未読コメントが表示されます。



※スマホ版
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資格・認定課程で、「回答する」をク
リックするとShinXia目標の達成度自
己評価を入力することができます。

すべてに回答ができたら「保存する」
をクリックして終了します。

年次が進むにつれて、上部に最新の対
象となる自己評価項目が積みあがって
いきます。



※スマホ版
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実際の入力画面



※スマホ版
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資格マップではShinxiaプログラムの
対象科目の履修状況と各授業と3つの
能力との関係が確認できます。



※スマホ版
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達成度の画面では、成績による3つの
能力の達成度と自己評価による達成
度の評価を確認することが可能です。

年度学期ごとに3つの能力がどのよう
に積みあがっているかも確認するこ
とが可能です。


